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13 団体 ＋ 69 個人
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ゆるやかなネットワーク
でつながりながら活動

地図は兵庫県の「武庫川水系 河川
整備計画」の資料をもとに作成

たからづかECO講座⑥ 2026年1月31日

1



原田 禎夫：未来のために知っておきたい、海とプラスチックの話
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未来のために知っておきたい、

海とプラスチックの話
同志社大学経済学部
特定非営利活動法人プロジェクト保津川
原田禎夫

急増するプラスチック生産

出所：Geyer, R., Jambeck, J. R., and Law, K. L. (2017) “Production, use, and fate of all plastics ever made,” Science Advances, 3(7), e1700782.

 

 

 

◆オオキンケイギク OKG 駆除は、お掃除会とは別途の企画で継続中◆（「駆除の履歴」～裏面参照～） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆兵庫県の協力で行事保険に加入していますが、けがには十分ご注意お願いします◆ 
 

 

 

 

お掃除会 近年の記録

回数 日付 参加者 燃える kg 不燃 kg プラボトル ＯＫＧ kg 注（話題ほか）

31 2022/03/13 コロナ中止

32 2022/05/08 40 56 25 63 ベビーカー1才から87才

33 2022/10/30 26 17 29 115 17

34 2023/03/12 25 54 計測せず 18

35 2023/05/07 雨天中止

36 2023/10/29 23 25 2 29 壊れた自転車2台ほか

37 2024/03/17 34 57 5 55 ゴミのみ

38 2024/06/09 27 29 14 51 ゴミのみ

39 2024/10/27 30 43 41 多数 ゴミのみ

40 2025/03/16 雨天中止 ゴミのみ

41 2025/06/15 ゴミのみ  

【© OpenStreetMap contributors】 

日時：2025 年 6 月 15 日（日） 
10:00～12:00 

降水確率：午前中 50％以上は中止 

集合：歩道橋の東側（報徳学園の北） 

環境学習都市にしのみや・ 
パートナーシップ プログラム 

阪急仁川駅 
仁 川 

武
庫
川 

  集 合 

報徳学園 

 後援：兵庫県 阪神南県民センター／ 
（予定） 西宮市／宝塚市 

・阪急 「仁川駅」 川沿い下流へ、徒歩 20 分 
・阪急バス「仁川口橋」（「田近野」）徒歩５分 

（仁川 9：33 発 逆瀬川行 あり） 

国際霊園 
阪急バス 
「田近野」 
「仁川口橋」 

協力：兵庫県 西宮土木事務所／環境都市宝塚推進市民会議／（株）ヤマサ環境エンジニアリング 
（公財）ひょうご環境創造協会 生物多様性ひょうご基金（コープこうべ）助成事業 

歩道橋 

● 持参品：火ばさみ・軍手（長靴歓迎） 
● 服 装：長そで・長ズボン・帽子を推奨 
● 問合せ：090-7092-6021（遠藤） 
 

● 申込み：「武庫川流域圏ネットワーク事務局」宛 
住所、氏名、Tel 記入 6 月 14 日まで 
mail：mukogawaken.net@gmail.com 
件名＝｢お掃除参加｣ 

「第 41 回 武庫川河川敷 お掃除会」  仁川合流点   
主催：武庫川流域圏ネットワーク   https://muko.jimdoweb.com/ 

2024 年 3 月 17 日撮影 

■ 武庫川河川敷 
お掃除会

2026年3月15日(日) 予定

年３回 開催（3月、6月、
10月）
仁川口橋周辺

■ 講演会
例年 5~6月 開催

昨年は原田 禎夫 氏による
「未来のために知っておき
たい海とプラスチックの
話」（@さらら仁川）
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・日 時：2025 年 5 月 17 日（土）10 時～12 時 
・場 所：仁川、蓬莱橋～百合野橋の左岸（仁川駅から 10 数分上流） 
・集 合：阪急仁川駅 山側改札 9 時 45 分／（現地集合 10 時） 
・道 具：軍手・移植ゴテ、および、（可能ならば）長靴 
・申込み：mukogawaken.net@gmail.com（5 月 16 日まで） 
     件名：仁川駆除会 OKGKO 
     電話問い合わせ（090-7092－6021 遠藤） 
※16 日（金）夕刻の天気予報で、午前の降水確率 60%以上は中止 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面：オオキンケイギク 
   駆除の履歴ほか 

オオキンケイギクの運搬と焼却：西宮市役所   環境学習都市にしのみやパートナーシップ事業 
（公財）ひょうご環境創造協会 生物多様性ひょうご基金（生活協同組合コープこうべ）助成事業 

～みんなで取り組む武庫川づくり～ 
三田市（武庫川）、宝塚市（逆瀬川）、西宮市（仁川） 

三つの地域で、武庫川の「流域連携」イベント※ 
として兵庫県の支援を受けて実施 

特定外来生物 

オオキンケイギク 駆除  
 

～仁川 O K G
オオキンケイギク

K
ノック

O
アウト

～ 

※武庫川水系河川整備計画 
（兵庫県 平成 23 年）（2011 年） 

「地域共有の財産」（コモンズ）である武庫
川を守り育てるため「参画と協働」による
武庫川づくりを基本として、地域住民、研
究機関、流域市、県が適切な役割分担のも
と連携を進める（編集：武庫川ネット） 

武庫川流域圏ネットワーク 

５月３１日（土） 予備日 ６月１日（日）

５月３０日まで

３０日

５/３１

■ 仁川オオキンケイギク 駆除活動 
(OKGKO)
特定外来生物 オオキンケイギク の拡大を防ぐ
年2～３回 開催（3月、4～5月）
2025年から県の流域連携「みんなで取り組む武庫川
づくり」の一環として活動

◆ 遮光シート実験
西宮土木事務所と共同研究
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発 表：○北川哲郎・山本義和・細谷和海（武庫川流域圏ネットワーク）
共同研究：遠藤知二・白神理平 (武庫川流域圏ネットワーク), 高橋大輔 (神戸女学院大),松沼瑞樹 (京大総博), 菅澤邦明 (西宮公同教会), 阪本義樹 (西宮市役所) 

2024年度における津門川の自然再生と魚類相復活の進捗

1.  はじめに
1-1) 津門川の環境

図．津門川の流程と調査地点

⚫兵庫県西宮市の南部に流れ、東川水系
に連なる典型的な都市河川

⚫流程約3.5kmの都市河川で、全区間が
コンクリート三面張り構造

⚫ 3つの水源に由来する水が流れる

謝 辞
本調査は、粟野光一氏をはじめ武庫川流域圏ネットワークの

皆様からの支援を受けて遂行された。魚類調査においては、西
宮市役所、京都大学淡水魚研究会、神戸女学院大学、神戸動植
物環境専門学校のメンバー諸氏にご協力いただいた。また、兵
庫県阪神南県民センター 西宮土木事務所には、市民からの意見
を反映した魚道改良計画の立案など、市民活動と連携した保全
施策を展開いただいている。
なお、今回報告した採捕調査の一部は、コープこうべ環境基

金からの助成を受けて実施された。厚く御礼申し上げる。

参考文献
北川哲郎・山本義和・細谷和海（2024）魚類学雑誌，71: 257–262．
北川哲郎 ほか8名（2024）共生のひろば，19: 23–26． 
西宮市（2010）平成21年度 河川生物調査報告書，西宮市環境学習推進グループ 編．19 pp．
田井魁人 ほか4名（2020）兵庫陸水生物，71: 45–50．
山本義和 ほか14名（2021）共生のひろば，16: 161–164．

3.  結 果

津門川
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1-2) 津門川での自然再生事業 

1-3) 津門川で発生した水質事故 

2.  材料・方法
2-1) 魚道改良工事

2-2) 魚類採捕調査

2-1) 魚道改良工事

2-2) 魚類採捕調査

3.  現状と展望

図．2024年度の魚類調査参加メンバー

図．魚類調査地点

図．遡上補助ロープに引っか
かった水草の除去作業

図．2024年の調査中に確認
されたアユ．今年は数が
少なかった気がする

図．2024年8月10日に実施された津門川の魚道整備・改良工事の実施状況

：袋詰玉石 ☞ 隠れ場/流況調整

：大石 ☞ 最下段の落差解消

：ロープ ☞ 小型種のガイド

図．西宮市ミニミニ水族館で
展示されるアユ

図．津門川で獲られた二ホン
ウナギ(FAKU-211806)

図．西宮市ミニミニ水族館で
展示されるコウライニゴイ

画像引用：山本ほか(2021)共生のひろば, 16: 161-164.

⚫津門川では、2018年12月と2021年2月の2回、魚類の斃死が発生
⚫ 1回目：山陽新幹線六甲トンネル工事の現場から
強アルカリ性モルタル材が流出し大量斃死が発生

⚫ 2回目： 原因不明の大量斃死が発生

⚫阪急西宮北口駅付近の段差へ
階段型全面魚道の設置

⚫プランター型の水生植物育成地
の設置

⚫ 2024年10月14日に実施
⚫計17名による採捕調査を実施
・タモ網×14本
・サデ網× 3本
・投 網× 1基
・仕掛針5本×1式 (イカ切身)

⚫直接採捕による調査時間
・T1, T2, T3：約30分×17名
・ST1：約15分×9名

⚫仕掛針による調査時間
・T3魚道直上のみ。10月13日18時設置～10月14日10時20分回収

⚫ 2024年5月28日の大雨で流下した玉石の復旧
⚫遡上補助ロープをより太径のものへと変更

⚫ 2024年8月10日に施工を実施
⚫ 5月28日に流下してしまった袋詰め玉石を復旧し、
アンカーボルトで魚道本体に固定

⚫遡上補助ロープの付け替え
→細径ロープは袋詰め玉石の固定に再利用

⚫定点での調査では5目6科15種を確認した
→その他、移動中・調査時間外にナマズ、ボラ、オオクチバス、を確認

⚫ 2024年度調査ではヒナハゼ（淡水性両側回遊魚）が                  
新規確認され、魚類の累計確認数は7目9科29種となった

⚫水質事故以降に確認されていなかった二ホンウナギ（降河回遊魚）
とコウライニゴイ（純淡水魚）を約6年ぶりに再確認した

⚫二ホンウナギやコウライニゴイ、ナマズと
いった底生魚類の資源量の復活 

 水環境はほぼ回復と言っていいのでは？
⚫暗渠化が進むT1上流の環境、それに伴う周辺
の河床材の変化、水生植物育成地の経年劣化
モニタリングの継続 / 順応的管理が不可欠

⚫遡上補助ロープに引っかかった沈水植物類の
切れ藻等への市民クレーム 

 市民の津門川への関心の高さが背景？
多様性保全と都市景観の両立が課題化

①武庫川本川からの百間樋水門を介した導水

②仁川からの導水

③山陽新幹線六甲トンネル内の湧水

図．自然再生の取り組み．
A：水生植物育成地．
B：経年劣化で破損した

水生植物育成地．
C：魚道設置前の落差工．
D：津門川に設置された

全面魚道．
E：現在の魚道の状況

① 2003年に階段型魚道を設置
② 2020年にたたき部分への袋詰め玉石
の設置

③ 2023年に階段プールへの袋詰め玉石
遡上補助ロープの設置

① 2003年に水生植物育成地を設置
②経年的な劣化や度重なる増水の
影響で、多くが損壊・機能低下中

大石の一部が流失

袋詰め玉石が流下

直径約36mm

視認 採捕 視認 採捕 視認 採捕 視認 採捕
2022 5
2023 1 1 1+0
2024 0+5
2022 7 10 2+0
2023 2 19 11+0
2024 3 ◎ ◎+◎
2022 1
2023 1+0 1 2+3
2024 3 3 ◎+10
2022 3 1 20 4+10
2023 5+5 3 23 11+7
2024 1 2 14 10+11

　※◎：多数確認（おおむね30個体以上），○：数個体確認．

ST３(水路+暗渠） T１
種名 生活型 確認年

T２ T３(堰上+堰下）

回遊

淡水/回遊

回遊

スジエビ

テナガエビ

ヌマエビ類

モクズガニ

淡水/回遊

表．経年確認リスト（甲殻類）表．経年確認リスト（魚類）

図．生活型別に集計した出現魚類種数

2001年*1 2003年 2007年*1 2009年*1 2020年 2020年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
10月 7月 9～10月 8月 7月 10月 10月 10月 10月 10月 10月

1 ウナギ ウナギ 二ホンウナギ 回遊性 ○ ○ ○ □ ○
2 コイ コイ コイ 純淡水 ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○
3 ゲンゴロウブナ 純淡水 ○ ○ □

4 ギンブナ 純淡水 ○ ○ ○ ○ ⦿*2

フナ属 純淡水 ○ ■
5 オイカワ 純淡水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○
6 カワムツ 純淡水 ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○
7 ウグイ 回遊性 ○ ○
8 タモロコ属 純淡水 ■
9 カマツカ 純淡水 ○ ○ ○ ○ □

ニゴイ*3 純淡水 ● ● ●
10 コウライニゴイ 純淡水 ■ ○
11 コウライモロコ 純淡水 ○ ○ ■
12 ドジョウ ドジョウ 純淡水 ○ ■ ○ ○ ○ ○

13 ナマズ ナマズ ナマズ 純淡水 ○ ○ ○ ○ ■ ⦿*4 ⦿*4

14 サケ アユ アユ 回遊性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○

15 ボラ ボラ ボラ 汽水/海水 ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ⦿*4

16 メナダ 汽水/海水 ○ □
17 ダツ メダカ ミナミメダカ 純淡水 ○ ○ ○
18 スズキ スズキ スズキ 汽水/海水 ○ □
19 サンフィッシュ ブルーギル 純淡水 ○

20 オオクチバス 純淡水 □ ○ ○ ⦿*4

21 ハゼ ドンコ 純淡水 ○ □ ○ ○ ○ ○
22 マハゼ 汽水/海水 ○ ○ □ ○ ○
23 ヌマチチブ 純淡水 ○ ■ ○ ○ ○
24 ヒナハゼ 回遊性 ○
25 カワヨシノボリ 純淡水 ○ ○ □ ○ ○ ○ ○
26 ゴクラクハゼ 回遊性 ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○
27 シマヒレヨシノボリ 純淡水 ○ ○

ヨシノボリ属 不明 ● ● ■
28 スミウキゴリ 回遊性 ○ ○ □ ○ ○ ○ ○
29 ウキゴリ 回遊性 □

ウキゴリ類*5 回遊性 ● ● ● ●
計 7 19 14 15 8 10 25 12 11 15 15

*5: ウキゴリと記載されるが同定精度に疑義．

●: 種レベルまでの同定がされなかった，あるいは同定精度に疑義が残り断定不能． 10月
□: 環境DNA分析で検出，■: 環境DNA分析の検出精度により属レベルまでの特定にとどまったが，既往の出現情報などから当該種に相当と判断した．
⦿: 別途調査中，あるいは調査地点外による参考記録．

目名 科名 生活魚種

*1: 引用: 西宮市（2010），*2: 2022年10月11日の別途調査中に確認，*3: ニゴイと記載されるが同定精度に疑義、, *4: T1の上流約100m地点で確認，

No.

■ 津門川 
の環境保全
2018、2021年
に水質汚染発生
自然な回復をモ
ニタリング
毎年10月に専門
家とともに魚類
調査

← 研究成果をポスター発表

■ 活動発表会
毎年11月に開催
特別講演と一般講演
2025年はオオキンケイギク防除に関す
るミニシンポ
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・川に興味がある人
・生きもの、自然に興味がある人
・環境問題に興味がある人
・科学に興味がある人
・市民活動に興味がある人
・その他

・環境保全は、市民の支えがないと衰退するばかり
・環境保全団体（の多く？）は高齢化しています
・ぜひ新しい感性を

武庫川流域圏ネットワークからのお願い
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行事の案内は
公式ホームページ：https://muko.jimdoweb.com

会員になるには
メール：mukogawaken.net@gmail.com
個人会員 1000円/年 (最初の年度はフリー)

武庫川流域圏ネットワークの活動を気軽に見学してください
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